
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 東北外語観光専門学校 
設置者名 学校法人東北外語学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験の

ある教員等

による授業

科目の単位

数又は授業

時数 

省令で定める

授業時数又は

基準単位数 

配

置

困

難 

専門課程 

英語科総合英語ｺｰｽ 

キャリア専攻 

夜 ・

通信 
300 160  

英語科総合英語ｺｰｽ 

観光ｻｰﾋﾞｽ専攻 

夜 ・

通信 
360 160  

英語科総合英語ｺｰｽ 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ専攻 

夜 ・

通信 
240 160  

英語科総合英語ｺｰｽ 

ｽｰﾊﾟｰｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ専攻 

夜 ・

通信 
240 160  

1 年専科 

英語コース 

夜 ・

通信 
120 80  

トラベル科 

ﾂｱｰﾌﾟﾗﾝﾅｰ専攻 

夜 ・

通信 
1260 160  

トラベル科 

ﾂｱｰｺﾝﾀﾞｸﾀｰ専攻 

夜 ・

通信 
1230 160  

トラベル科 

国際ﾄﾗﾍﾞﾙ専攻 

夜 ・

通信 
1110 160  

トラベル科 

ﾄﾗﾍﾞﾙ専攻 

夜 ・

通信 
690 160  

エアライン科 

ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ専攻 

夜 ・

通信 
480 160  

エアライン科 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ専攻 

夜 ・

通信 
480 160  

1 年専科 

トラベルコース 

夜 ・

通信 
690 80  

ビジネスデザイン科 
夜 ・

通信 
300 160  



  

（備考） 

■令和 2年 4月から募集を停止しており、1年生に在籍者がいない学科・専攻等。 

 ・トラベル科：ツアープランナー専攻、ツアーコンダクター専攻。 

■令和 2年 4月から新設した「専攻」 

 ・トラベル科：トラベル専攻 

■令和 2年 4月から新設した「学科」 

 ・ビジネスデザイン科 
 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東北外語観光専門学校  
設置者名 学校法人東北外語学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

校内に理事の名簿を配置し、閲覧希望者に対して公表をする。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
元 アサヒビール光学株

式会社 社長 
2017.12.18 から

2020.12.17 まで コンプライアンス 

非常勤 
元 ㈱マクサムコーポレ

ーション 代表取締役 
2017.12.18 から

2020.12.17 まで 

 

運営・調整 

 

 

非常勤 

 

株式会社 時設計 
2017.12.18 から

2020.12.17 まで 
施設・設備管理 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東北外語観光専門学校 

設置者名 学校法人東北外語学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新

年度開始前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

授業計画書の公表方法 http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修

成果の評価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

 原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で

評価し、単位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出

席及び６０点以上の得点を必要とする。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

履修科目の成績評価を点数化（１００点満点）し、全科目の合計点の平均

を算出する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得

をもって、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 東北外語観光専門学校 

設置者名 学校法人東北外語学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 
収支計算書又は損益計算書 〃 

財産目録 〃 

事業報告書 〃 

監事による監査報告（書） 〃 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
英語科 

キャリア専攻 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

240 
単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
86 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

115人の内数 19人 0人 4人 30人 34人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8人 

（100％） 

0人 

（0％） 

5人 

（62.5％） 

3人 

（37.5％） 

（主な就職、業界等） 

ホテル、通信、建築 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 実用英語技能検定、TOEIC等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 （数値は英語科全体を記載 ２年次より専攻に分かれるため） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73人 11人  15％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、入学前からの精神的な疾患による集団環境の不適応など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
英語科 

観光サービス専攻 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

240 
単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
86 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

115人の内数 10人 0人 4人 32人 36人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 9人 

（100％） 

0人 

（0％） 

9人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

ホテル、教育（英会話スクール、学習塾）、空港（スタッフ） 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 実用英語技能検定、TOEIC等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 （数値は英語科全体を記載 ２年次より専攻に分かれるため） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73人 11人  15％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、入学前からの精神的な疾患による集団環境の不適応など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 英語科 
英語インストラクター専攻 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

240 
単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
86 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

115人の内数 2人 0人 4人 30人 34人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 2人 

（100％） 

0人 

（0％） 

2人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

教育、飲食 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 実用英語技能検定、TOEIC等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 （数値は英語科全体を記載 ２年次より専攻に分かれるため） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73人 11人  15％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、入学前からの精神的な疾患による集団環境の不適応など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 英語科 
スーパーイングリッシュ専攻 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

60 
単位時間

/単位 

1,740 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
86 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

115人の内数 6人 0人 4人 30人 34人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 9人 

（100％） 

1人 

（11.2％） 

4人 

（44.4％） 

4人 

（44.4％） 

（主な就職、業界等） 

教育、通信、運送 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 実用英語技能検定、TOEIC等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 （数値は英語科全体を記載 ２年次より専攻に分かれるため） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73人 11人  15％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、入学前からの精神的な疾患による集団環境の不適応など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 ビジネスデザイン科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，８００ 

単位時間／単位 

 
単位時間

/単位 

780 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

900 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 20人 0人 0人 19人 19人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  

（備考）（任意記載事項） 

卒業者なし 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  人 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 エアライン科 
キャビンアテンダント専攻 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

180 
単位時間

/単位 

1,530 
単位時間

/単位 

210 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
57 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人の内数 12人 0人 6人 33人 39人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 6人 

（100％） 

1人 

（16.7％） 

5人 

（83.3％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

  航空会社（客室乗務員）、旅客ハンドリング会社（グランドスタッフ） 

（就職指導内容） 

 授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 AXESS検定、実用英語技能検定、TOEIC、秘書検定、サービス介助士等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 
中途退学の現状 （エアライン科全体を記載） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  52人 5人  9.6％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 エアライン科 
グランドアテンダント専攻 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

180 
単位時間

/単位 

1,530 
単位時間

/単位 

210 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
57 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人の内数 14人 0人 6人 32人 38人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 14 人 

（  ％） 

0人 

（0％） 

14人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

旅客ハンドリング会社、航空会社、貨物ハンドリング会社、教育業界 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 AXESS検定、実用英語技能検定、TOEIC、秘書検定、サービス介助士等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 
中途退学の現状 （エアライン科全体を記載） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  52人 5人  9.6％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
トラベル科 

ツアープランナー専攻 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 ２年次分のみ 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

60 
単位時間

/単位 

630 
単位時間

/単位 

210 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

900 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
33 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人の内数 1人 0人 4人 22人 26人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）※トラベル科全体の数 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 1人 

（100％） 

0人 

（0％） 

1人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

警備会社 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国内旅行業務取扱管理者、総合旅行業務取扱管理者、旅程管理士等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 
中途退学の現状 （トラベル科全体を記載） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  24人 3人  12.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 トラベル科 
ツアーコンダクター専攻 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 ２年次分のみ 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

60 
単位時間

/単位 

630 
単位時間

/単位 

210 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

900 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
24 人の内数 

うち留学生数
1 人の内数 

専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人の内数 7人 1人 4人 22人 26人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）※トラベル科全体の数 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

7人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

旅行会社、鉄道サービス、警備 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 国内旅行業務取扱管理者、総合旅行業務取扱管理者、旅程管理士等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 
中途退学の現状 （トラベル科全体を記載） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  24人 3人  12.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
トラベル科 
トラベル専攻 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

60 
単位時間

/単位 

870 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,050 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
33 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人の内数 0人 0人 4人 22人 26人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）※トラベル科全体の数 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

7人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

旅行会社、鉄道サービス、警備 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 国内旅行業務取扱管理者、総合旅行業務取扱管理者、旅程管理士等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 
中途退学の現状 （トラベル科全体を記載） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  24人 3人  12.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
トラベル科 

国際トラベル専攻 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２ 

 年 
昼 １，９２０ 

単位時間／単位 

120 
単位時間

/単位 

630 
単位時間

/単位 

300 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
33 人の内数 

うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人の内数 0人 0人 4人 22人 26人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載）※トラベル科全体の数 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

7人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

旅行会社、鉄道サービス、警備 

（就職指導内容） 

授業内での履歴書作成・業界研究、面接指導。放課後は個別に指導。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 国内旅行業務取扱管理者、総合旅行業務取扱管理者、旅程管理士等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 
中途退学の現状 （トラベル科全体を記載） 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  24人 3人  12.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の家庭への送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
１年専科 

英語コース 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 

 年 
昼 ９６０ 

単位時間／単位 

180 
単位時間

/単位 

720 
単位時間

/単位 

60 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

960単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
3 人の内数 

うち留学生数 
0 人の内数 

専任教員数 兼任教員数 総教員数 

5人の内数 2人 0人 4人 29人 33人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  

（備考）（任意記載事項） 

卒業者なし 

 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  1人 1人  100％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

個別面談の実施。スクールカウンセラーの活用。出席率状況の送付等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 
１年専科 

トラベルコース 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 

 年 
昼 １,０２０ 

単位時間／単位 

90 
単位時間

/単位 

810 
単位時間

/単位 

120 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,020 単位時間／単位 

生徒総定員数 
生徒実員 
3 人の内数 

うち留学生数 
0 人の内数 

専任教員数 兼任教員数 総教員数 

5人 1人 0人 4人 29人 33人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

講義概要（シラバス）の作成については、共通フォーマットを使用し、新年度開始

前の授業担当者対象の連絡会において配布し、作成依頼している。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義概要に記載された成績評価の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評

価を行い、これに基づき、単位の認定を行う。 

原則的には、成績の評点は、期末試験、レポート等により１００点法で評価し、単

位を取得するためには、所定の授業時間数の４分の３以上の出席及び６０点以上の得

点を必要とする。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業は当該学年の出席と学年の成績評価を基に、所定の単位数以上の取得をもっ

て、学年末に審議の上、学校長が認定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

学生一人一人に対して、学習相談や資格取得、心身の健康相談、就職支援、学

校生活全般について、クラス担任を中心に支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  

（備考）（任意記載事項） 

卒業者なし 

 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

英語科 100,000 円 620,000円 160,000円 施設維持費 

1年専科 

英語コース 

 

100,000 円 

 

620,000円 

 

160,000円 

 

施設維持費 

トラベル科 100,000 円 620,000円 160,000円 施設維持費 

エアライン科 100,000 円 620,000円 160,000円 施設維持費 

1年専科 

ﾄﾗﾍﾞﾙコース 100,000 円 620,000円 160,000円 施設維持費 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾞｻﾞｲﾝ科 100,000 円 350,000円 70,000円 施設維持費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

本校の学校関係者評価は、本校と直接関係のある学外の方を評価者として選任すると

ともに「学校関係者評価委員会」を設置して行います。委員会は学校評価を適切かつ

客観性や透明性を高めて行うために、関連業界の関係者や本校卒業生等から複数で構

成します。 

実施方法については、「自己評価」の結果を「学校関係者委員会」に報告し、関連業界

の専門的な知見からのアドバイスや、様々な観点からご意見を頂戴して、教育活動並

びに学校運営等の質の向上に努めていきたいと考えています。 

■実施方法 

 1.実施時期：2020年度 6月上旬 

 2.実施回数：年 1回 

 3.実施場所：本校舎 

 4.実施体制（学校関係者委員及び事務局の構成） 

  ・学校評価委員会 

   関連業界、卒業生、また本校と密接に関係する方などから 3名以上で構成する。 

（※任期は 2年） 

  【学校関係者評価委員】 

  ・観光業界関係者 

  ・ホテル業界関係者 

    ・語学教育関係者 

  ・卒業生 

  【事務局】 

   校長 

   教務部 副校長 教務部長 



  

   事務局  事務局長 

   法人本部長 

 5.実施内容：自己評価結果の説明および学校関係者委員会からの評価 

 6.評価結果の公表方法：当該報告書を本校ホームページに掲載して公表 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

公立大学法人 宮城大学 准教授 

国際交流・留学ｾﾝﾀｰ 副ｾﾝﾀｰ長 

2020年 4月 1日から 

2022年 3月 31日まで 

語学教育関係者 

東北外語トラベルセンター 所長 2020年 4月 1日から 

2022年 3月 31日まで 

観光業界関係者 

杜のホテル仙台 社員 2020年 4月 1日から 

2022年 3月 31日まで 

ホテル業界関係者 

東北外語学園 同窓会 幹事長 2020年 4月 1日から 

2022年 3月 31日まで 

卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 

http://www.tohokugaigo.ac.jp/jouhoukoukai/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


